
 
 
 
 
 
 
環境影響評価法に基づいて、一般国道１５３号 伊駒アルプスロードの計画段階環境

配慮書（「配慮書」※）を作成しました。 

配慮書について、環境の保全の見地からの意見をいただくため、以下のとおり公表し、

説明会を開催しました。 

いただいた意見については、方法書に記載されます。 
 
 

縦覧場所 

    長野県環境部環境政策課、建設部道路建設課 

    長野県伊那建設事務所整備課 

    伊那市役所建設部建設課 

    駒ヶ根市役所建設部都市整備課 

    宮田村役場建設課 

縦覧期間 

    平成 27 年 10 月 29 日（木）～平成 27 年 12 月 14 日（月） 

    8 時 30 分～17時 15 分 

  意見書の提出 

    配慮書について環境の保全の見地から意見のある方から、意見書が提出されました。 

説明会 

 

 

※「配慮書」とは 

事業への早期段階における環境配慮を可能にするため、規模が大きく環境に大きな影響を及ぼすお

それがある事業を実施しようとする者が、事業の位置・規模等の検討段階において、環境保全のため

に適正な配慮をしなければならない事項について検討を行いその結果をまとめた図書です。 

 

開催日時 開催場所 

平成 27 年 11 月 12 日（木）19時～ 駒ヶ根市 やまびこ荘 ２階会議室 

平成 27 年 11 月 13 日（金）19時～ 伊那市 西春近公民館 ２階講堂 

平成 27 年 11 月 16 日（月）19時～ 宮田村 大久保地区高齢者支え合い拠点施設 

平成 27 年 11 月 17 日（火）19時～ 宮田村役場 第４・５会議室 

一般国道１５３号 伊駒アルプスロードに関する計画段階環境配慮書を 

公表し、説明会を開催しました 



●第一種事業を実施しようとする者の名称及び主たる事務所の所在地【1】

項目 内容 

事業予定者の名称及び

主たる事務所の所在地

事業予定者の名称：長野県 

代 表 者 の 氏 名：長野県知事 阿部 守一 

住 所：長野県長野市大字南長野字幅下692-2 

●第一種事業の目的及び内容【1】【2】

項目 内容 

事業 

名称 

一般国道１５３号 

伊駒アルプスロード 

事業の

目的 

当該地域における国道１５３号

は慢性的に混雑しており、自然災

害や事故等による障害発生時には

緊急輸送機能が確保されていませ

ん。また中央自動車道の通行止め

時には国道１５３号は渋滞が発生

し、高速道路の代替道路としても

機能していない状況です。 

さらに、平成39年のリニア中

央新幹線の開業にあわせて、リニ

アの整備効果を広く県内に波及さ

せるため、当該区間の道路整備が

求められています。 

こうした課題を解決する手段と

して、当該事業は、①混雑の解消、

②円滑で安全な交通の確保、③災

害に強い道路網の構築を目的とし

て実施するものです。 

事業の

規模 

道路延長 約11km 

車線数 ４車線 

●複数案の設定【2.3.3】

現道活用ルート 天竜川沿いルート 

道路延長、車線数 約 11km 車線数４車線 約 11.5km 車線数４車線 

起終点 長野県駒ヶ根市北の原（伊南バイパス接続点）～長野県伊那市青島（伊那バイパス接続点） 

●事業実施想定区域及びその周囲の概況【3】

項目 事業実施想定区域及びその周囲の概況 

大気質、騒音、振

動、その他の大気

に係る環境の状況

大気質 

一般環境大気測定局の伊那局で測定されている二酸化窒素の平成21年度から平成25年度までの5年

間の経年変化によると、年平均値0.008～0.011ppmであり、この間全ての年度で環境基準を達成して

います。 

浮遊粒子状物質の平成21年度から平成25年度までの5年間の経年変化は、年平均値0.012～

0.021mg/m3であり、この間全ての年度で環境基準を達成しています。 

騒音 

平成25年度に駒ヶ根市内の2箇所、伊那市内の2箇所で測定された環境騒音測定結果は61～70dB

（昼間値。夜間は56～61dB）であり、ルート帯周辺で測定された駒ヶ根市内の1箇所、伊那市内の1

箇所については昼間、夜間とも環境基準を達成しています。 

振動 事業実施想定区域及びその周囲における振動に係る調査結果はありません。 

その他 事業実施想定区域及びその周囲における超低周波音に係る調査結果はありません。 

動植物の生息又は

生育、植生及び生

態系の状況 

動物 

事業実施想定区域及びその周囲には、主要な動物としてレッドデータブック（環境省）による絶滅危惧

ⅠB類のミヤマシジミ（昆虫類）、長野県版レッドデータブックによる絶滅危惧ⅠA類のセッカ（鳥類）

及び準絶滅危惧のイカルチドリ（鳥類）、ホオアカ（鳥類）が生息するとされています。 

植物 
事業実施想定区域及びその周囲には、主要な植物として宮田村指定天然記念物の中越の榧の木、伊那市

指定天然記念物のヤエヤマツツジがあります。 

生態系 

事業実施想定区域及びその周囲の自然環境は、主に天竜川、三峰川、太田切川及び小黒川沿いに見られ

る段丘に分布する樹林、畑地、草地、水田、河川沿いに分布する水田、草地及び河川を生息、生育基盤と

する生態系が成立しています。 

平成２７年１０月 長野県

●計画段階配慮事項の選定【4.1】

影響要因 

環境要素 

施設等の存在及び 

供用 
選定理由 

道路の 

存在 

自動車の

走行 

環境の自然的構成要素の

良好な状態の保持を旨と

して調査、予測及び評価さ

れるべき環境要素 

大

気

環

境

大気質 - ○ 

自動車の走行に伴って発生する排ガスが、市街地・集落（DID地

区、住居・商業系用途地域）に環境影響を及ぼすおそれがあるた

め選定。 

騒音及び

超低周波

音、振動 

- ○ 

自動車の走行に伴って発生する騒音及び超低周波音、振動が、市

街地・集落（DID地区、住居・商業系用途地域）に環境影響を及

ぼすおそれがあるため選定。 

生物の多様性の確保及び

自然環境の体系的保全を

旨として調査、予測及び評

価されるべき環境要素 

動物 ○ - 
道路の存在に伴い、重要な動物の生息地等への環境影響を及ぼす

おそれがあるため選定。 

植物 ○ - 
道路の存在に伴い、重要な種・群落の生育地等への環境影響を及

ぼすおそれがあるため選定。 

生態系 ○ - 
道路の存在に伴い、生態系の保全上重要であって、まとまって存

在する自然環境への環境影響を及ぼすおそれがあるため選定。 

（参考）関連する調査項目 

その他 重要な史跡 ○ - 
道路の存在に伴い、重要な史跡への環境影響を及ぼすおそれがあ

るため選定。 

●計画段階配慮事項に関する調査・予測及び評価の結果【4.3】

道路整備を行う場合に、環境面において最も気を付けることが重要であると住民が考えている生活環境（大気質、

騒音及び超低周波音、振動）については、天竜川沿いルートの方が現道活用ルートよりも影響を与える可能性が少

ないと評価します。また、動物については天竜川沿いルートに多く含まれ、植物については天竜川沿いルートに、

重要な史跡は現道活用ルートと天竜川沿いルートのルート帯に含まれ、環境に影響を与える可能性があると評価し

ます。 

そこで、道路の概略的な位置を決定する段階では、できる限り重要な動物種の生息地等や重要な植物（天然記念

物）の生育地等、生態系の保全上重要であって、まとまって存在する自然環境、重要な史跡を避けて計画します。 

なお、各評価項目について、回避が困難又は必ずしも十分に低減されないおそれのある場合には、今後の環境影

響評価の中で調査、予測、評価を行い、必要に応じて適切な環境保全措置を検討します。 

評価項目 現道活用ルート 天竜川沿いルート 

大気質、騒

音、超低周波

音及び振動 

・本ルート帯は、市街地・集落（DID地区、住居・商業系用途

地域）を通過するものと予測します。 

・市街地・集落（DID地区、住居・商業系用途地域）の大気質

に影響を与える可能性があると評価します。 

・騒音及び超低周波音、振動により、市街地・集落（DID地区、

住居・商業系用途地域）へ影響を与える可能性があると評価

します。 

・本ルート帯は、市街地・集落（DID地区、住居・商業系用

途地域）を概ね回避するものと予測します。 

・市街地・集落（DID 地区、住居・商業系用途地域）の大気

質に影響を与える可能性はあるが、現道活用ルートよりも

小さいと評価します。 

・騒音及び超低周波音、振動により、市街地・集落（DID地

区、住居・商業系用途地域）へ影響を与える可能性はある

が、現道活用ルートよりも小さいと評価します。 

動物 

・本ルート帯は、重要な動物の生息地のうち、天竜川及びその

周辺を通過するものと予測します。 

・動物の重要な種の生息地に影響を与える可能性はあるが、天

竜川沿いルートよりも小さいと評価します。 

・本ルート帯は、重要な動物の生息地のうち、天竜川及びそ

の周辺を通過するものと予測します。 

・動物の重要な種の生息地に影響を与える可能性があると評

価します。 

植物 

・本ルート帯は、重要な植物（天然記念物）の生息地を概ね回

避するものと予測します。 

・重要な植物（天然記念物）の生息地に影響を与える可能性は

あるが、天竜川沿いルートよりも小さいと評価します。 

・本ルート帯は、重要な植物（天然記念物）の生息地のうち

中越の榧の木を通過するものと予測します。 

・重要な植物（天然記念物）の生息地に影響を与える可能性

があると評価します。 

生態系 

・本ルート帯は、都市公園及び自然公園を概ね回避するものと

予測します。 

・生態系の保全上重要であって、まとまって存在する自然環境

に影響を与える可能性は小さいと評価します。 

・本ルート帯は、都市公園及び自然公園を概ね回避するもの

と予測します。 

・生態系の保全上重要であって、まとまって存在する自然環

境に影響を与える可能性は小さいと評価します。 

（参考）関連する調査項目 

重要な史跡 
・本ルート帯は、重要な史跡のうち、中越遺跡を通過するもの

と予測します。 

・重要な史跡に影響を与える可能性があると評価します。 

・本ルート帯は、重要な史跡のうち、下の城を通過するもの

と予測します。 

・重要な史跡に影響を与える可能性があると評価します。 

一般国道１５３号 伊駒アルプスロード 計画段階環境配慮書【要約版】

事業実施区域の概ねの位置 



ルートの概要及び計画段階配慮事項の調査結果


